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り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
し

解
＠
ω
誤

　　人ロ、の動き

　　5月1日現在
男　　　5．953

女　　　6．120

計　　12．053
世帯数　2．590
（）内の数字は前月と

一
曽
印刷／白南風社

、

定価／1部5円発行／川西町役場　編集／企画室

　五月にはいり、八十八夜とか立夏、あるいは　　メ・一デr成人式・慰霊祭などの諸行事が初
小満といったことばが聞かれます。いずれも初旬をかざり、恒例の花まつりも三日の稚ご（児〉

夏を告げることばですが、四月中は春とはいえ行列r写真一を頂点に・たいそうなにぎわ

そこは雪国のこと、残雪は多く、天候も定まら　いでした。

ないで雨や風の日が続いたものでした。　　　　　青葉若葉の風のもと、思いきって天地のかお

　しかし、さすがに五月、天候はぐっとやわら　りを吸いこみ・．仕事に・レクリエーションに励

ぎ、いわゆるさつき晴れの好季節になりましたんでください。
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日
　
川
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幼
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園
遠
足
o
愛
鳥
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間
始
ま
る
。
岩
瀬
亀
楽
会
。

＋
一
日
　
仙
田
小
給
水
施
設
工
事
地
鎮

　
祭
o
春
の
交
通
安
全
運
動
始
ま
る
〇

十
二
日
　
千
手
保
育
園
遠
足
o
母
の
日

十
四
日
　
種
と
う
の
日

十
五
日
　
農
薬
危
害
防
止
運
動
始
ま
る

　
（
六
月
十
四
目
ま
で
）

十
六
日
　
越
ケ
沢
婦
人
学
級

二
十
四
日
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指
導
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（
キ
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チ
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カ
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）
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ぴ
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九
時
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十
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午
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一
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田
戸
）
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二
十
数
年
ぶ
り
と

い
わ
れ
た
大
雪
も
す

（
．
か
り
な
く
な
っ
て

早
く
も
新
緑
が
も
え

は
じ
め
た
〇
四
月
の

気
象
が
比
較
的
順
調

に
推
移
し
た
こ
と
が

幸
い
し
て
融
雪
が
促

進
さ
れ
た
こ
と
と
、

　
　
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
憂
慮
さ
れ
　
整
備
事
業
推
進
協
議
会
で
は
新
た
に
・
㎜
・

軸　
た
苗
し
ろ
時
期
の
お
く
れ
も
、
最
少
青
壮
年
部
会
を
設
置
し
、
水
系
ご
と
．
．

　
限
度
に
食
い
と
め
得
た
こ
と
は
何
よ
　
の
実
態
調
査
を
行
な
う
等
積
極
的
に

　
り
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
協
力
体
制
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た

継
　
新
し
い
機
構
の
下
で
新
年
度
を
ス

ゆ．
駒
．
タ
ー
ト
し
た
役
場
で
は
、
ま
ず
新
採

　
　
　・
蜘
　
者
か
ら
二
日
も
す
み
や
か
に
り
っ

鰹
ぱ
な
町
の
公
僕
と
な
っ
て
も
ら
う
た

　

．
嫌
．
め
、
四
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
長

　
　
　・
魍
岡
市
で
行
な
わ
れ
た
町
村
会
主
催
の

　縦
新
採
用
職
員
研
修
会
に
該
当
者
六
人

　．
㎜
．
を
参
加
さ
せ
た
。

　
　
　
　・
鵬
　
町
政
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
の

灘
町
の
総
合
開
発
計
画
は
、
目
下
準
備

　．
嫌
．
段
階
の
事
務
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が

　
　
　
　・
卿
・
そ
の
一
部
門
と
な
る
仙
田
地
区
の
開

㈹
・
・
M
発
に
つ
い
て
地
区
開
発
促
進
委
員
会

　．
脚
．
が
一
足
お
先
に
発
足
し
た
。
仙
田
地

　
　
　・
鶴
区
の
議
員
九
人
を
含
む
二
十
人
の
委

癬
員
が
委
嘱
さ
れ
、
四
月
二
十
二
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
回
の
委
員
会
を
招
集
、
委
員
長
●
㎜
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
小
林
与
作
氏
、
副
委
員
長
に
斉
木
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概
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黙
離
灘
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
地
元
負
担
七
十
五
万
）
が
正
式
に
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
し
、
三
月
二
十
六
日
付
で
通
知
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

が
あ
っ
た
o
こ
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に
対
し
て
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基
盤
．
・
・
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
●
．

～
川
西
産
の
葉
た
ば
乙
は
、
品
質
優

秀
で
輸
出
向
け
に
あ
て
ら
れ
て
い
る

と
い
う
o
と
こ
ろ
が
労
力
不
足
か
ら

年
々
作
付
が
減
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
四
月
二
十
五
日
関

係
代
表
者
に
よ
る
懇
談
会
が
開
か
れ
・
●
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
四
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収
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に
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．
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す
る
こ
と
に
努
力
す
る
。
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、
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予
算
の
執
行
状
況

※
一
般
会
計

　
昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
の
規
模
は
二
億
一
百
五
万
二
千
円
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
補
正
に
よ
っ
て

二
億
五
千
八
百
四
十
四
万
八
千
円
と
い

会計　『区　　分
予算現額

歳　　　　入 歳　　　　出
収支差引

収納済額 率 支出済額 率

一　般　会　計 25亀4躍 25◎o耀
91．態 22a57碧 8a須 767習

国保事業特別会計 62，189 54，888 88る 51，092 82．2 5，796

国保施設特別会計 51，572 21，459 41．6 5〔ち021 97．0 △28，562

農業共済事業会計 14，847 11，788 79．4 λ756 52．2 4，052

の
公
表

・
3
・
31）

各会計予算の執行状況昭和42年度別表1

う
大
型
予
算
に
な
っ
た
。

　
前
回
の
財
政
事
情
の
公
表

以
後
、
補
正
の
お
も
な
も
の

は
干
害
応
急
対
策
事
業
七
百

四
十
二
万
円
、
病
害
虫
防
除

費
二
百
七
十
三
万
円
、
．
フ
ル

ド
ー
ザ
ー
修
理
百
四
十
五
万

円
、
観
光
事
業
費
二
百
六
十

万
円
、
人
事
院
勧
告
に
も
と

づ
く
職
員
給
の
増
四
百
九
十

四
万
円
、
雪
害
対
策
費
の
四

百
五
十
三
万
円
等
が
あ
る
o

　
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
予
算

の
収
納
と
支
出
の
状
況
は
別

表
一
の
と
お
り
。

※
特
別
会
計

●
国
保
事
業
会
計

　
当
初
予
算
五
手
九
百
八
十

一
万
円
に
繰
越
金
が
補
正
増

と
な
り
、
人
件
費
、
物
件
費

等
の
増
を
差
し
引
い
て
、
予

備
費
へ
一
百
九
万
三
千
円
の

増
そ
の
他
で
総
額
六
千
二
百

十
八
万
九
千
円
と
な
つ
た
o

●
国
保
施
設
会
計

町債及び一時借入金の状況別表2

の
規
模
で
あ
る
。

町
債
等
の
状
況

町
債
わ
よ
ぴ
一
時
借
入
金
の
状
況
に

目　　的　　別 42年9月
末　現　在

42。10月～45．5月間 45年5月
末　現　在借　入　額 償　還　額

・一　般　　事　　業　債 12，11響 朝
0 　珊551 11，76ヲ

義務教育施設整備事業債 4λ445 0 1，119 46，326

厚生福祉施設整備事業債 978 0 24 954
災害復旧　事業債 12，182 0 565 11，817

火災復旧　事業債 2，663 0 58 2，625

臨時減税　補坂債 15，595 0 975 12，620
計 88，981 0 2，872 86，109

一　　時　　借　　入　金 11，200 25，000 11，200 25，000

　
預
金
　
　
一
三
、
五
二
七
千
円

う
に
な
る
。

　
有
価
証
券
　
　
　
　
四
、
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な
お
、
四
十
二
年
度
一
般
会
計
の
予
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

算
現
額
は
住
民
一
人
あ
た
り
の
額
で
二
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

万
一
手
四
百
五
十
四
円
。
こ
れ
を
歳
出
・

の
性
質
別
に
分
析
し
て
み
る
と
次
の
よ
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

人
件
費

普
通
建
設
事
業

物
件
費

災
害
復
旧
事
業

公
債
費

扶
助
・
補
助
費

貸
付
金
。
繰
出
金
等

維
持
補
修
費

予
備
費

七
、
〇
三
八
円

五
、
一
七
七
円

三
、
三
五
九
円

二
、
三
一
四
円

一
、
O
O
五
円

　
八
八
一
円

六
五
五
円

　
六
二
三
円

　
四
〇
二
円

　
歳
入
で
は
、
同
じ
住
民
一
人
あ
た
り

の
額
で
町
税
は
七
千
六
百
八
十
五
円
と

い
う
数
字
に
な
る
。
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役場には気軽にお出かけください。
・窓ロでは行政相談も取り扱つております。・

　
当
初
予
算
の
二
千
七
百
七
十
七
万
円

に
対
し
前
回
ま
で
に
二
千
一
百
六
万
円

余
の
補
正
が
あ
り
、
今
期
中
二
度
の
補

正
は
医
薬
品
二
百
八
十
七
万
円
、
人
件

費
四
十
三
万
円
の
い
す
れ
も
増
で
総
額

五
千
一
百
五
十
七
万
二
千
円
に
な
（
．
た

O
農
業
共
済
事
業
会
計

　
当
初
予
算
一
千
四
百
六
十
五
万
五
千

円
に
対
し
人
件
費
十
九
万
二
千
円
の
増

に
よ
∩
。
て
一
千
四
百
八
十
四
万
七
千
円

働
■
●
，
騒
●
9
ワ
●
●
●
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O
●
O
●
，
■
●
，
0
●
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9
■
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●
●
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●
■
9
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●
■
O
，
｝
，
9
9
0
9
9
●
O
，
，
9
，
9
，
，
9
●
O
，
，
0
9
■
ワ
●
O
●
，
，
，
，
●
，
O
●
O
●
●
，
●
0
0
0
●
●
O
●
●
●
●
9
●
●
…
D
o
・
0
9
，
●
・
，
9
，
9
・
●
●
O
，
9
9
9
一
．
，
鵬
，
，
，
O

つ
い
て
は
別
表
二
の
と
お
り
で
あ
る
o

町
有
財
産

　
土
地
を
は
じ
め
と
す
る
町
有
財
産
の

状
況
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

《らし劃

現基債建土

金金権物地

二
六
〇
、
六
九
九
2
m

　
一
二
六
、
九
八
八
㎡

　
　
　
三
六
二
千
円

　
　
　
　
〇

　
　
　
一
六
五
手
円

◎　　
れ
か
ら
は
豊
か
な

　
　
日
光
に
恵
ま
れ
る

季
節
で
す
。

　
こ
の
日
光
が
病
源
菌

に
対
し
て
自
然
の
消
毒

作
用
を
も
っ
て
い
る
こ

ダ
と
は
ご
承
知
の
は
ず
で
す
。

　
で
は
い
っ
た
い
、
日
光
の
消
毒
力
と

い
う
の
は
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
〇

　
一
般
的
に
、
十
度
～
二
十
度
の
気

温
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
が
二
十
分

百
日
ぜ
き
菌
三
十
分
、
肺
炎
菌
一
時
間

結
核
菌
五
時
間
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
気
温
が
上
が
る
に
つ
れ
て
消
毒

力
も
強
く
な
り
ま
す
o
ふ
と
ん
な
ど
は

二
時
間
ぐ
ら
い
、
朝
十
時
か
ら
午
後
の

二
時
ま
で
が
い
ち
ば
ん
効
果
的
な
時
間

帯
に
な
り
ま
す
。

⑱　　
行
、
遠
出
が
盛
ん
に
な
る
と
、
乗

　
　
り
も
の
に
弱
い
子
ど
も
の
こ
と
が

心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
。
前
夜
か
ら
興

奮
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
よ
く
眠
ら
せ

る
こ
と
、
出
発
の
朝
は
、
あ
ま
り
食
べ

す
ぎ
さ
せ
な
い
こ
と
、
排
便
を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
す
ま
せ
る
こ
と
。
場
合
に
よ
っ
て

は
酔
い
ど
め
の
薬
を
与
え
て
、
だ
い
じ

ょ
う
ぶ
だ
よ
と
い
う
安
心
感
を
与
え
て

や
る
こ
と
で
す
。

㊥　　
外
で
遊
ぶ
こ
と
や
、
山
野
に
出
か

　
　
け
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
o
そ

ん
な
と
き
害
虫
に
さ
さ
れ
て
皮
膚
が
赤

く
は
れ
た
り
、
い
た
が
ゆ
か
っ
た
り
し

て
困
っ
た
経
験
は
だ
れ
に
も
あ
り
ま
す

　
ブ
ヨ
や
蚊
に
く
わ
れ
て
赤
く
は
れ
、

か
ゆ
み
が
ひ
ど
い
と
き
は
抗
ヒ
ス
タ
ミ

ン
軟
こ
う
が
い
ち
ば
ん
よ
い
よ
う
で
す

人
に
よ
っ
て
は
、
ひ
ど
く
は
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
冷
湿
布
す
る
と
早
く

な
お
り
ま
す
。

　
毒
ガ
に
さ
さ
れ
た
ら
、
こ
す
ら
ず
に

水
で
よ
く
洗
い
流
す
こ
と
o
毒
ガ
の
粉

が
皮
膚
に
つ
き
さ
さ
っ
て
痛
が
ゆ
く
な

る
か
ら
で
す
o
　
ハ
チ
に
さ
さ
れ
た
と
き

は
、
う
す
い
ア
ン
モ
ニ
ア
水
を
つ
け
る

と
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　　
月
も
、
下
旬
に
は
、
そ
ろ
そ
ろ
つ

　
　
ロ

　
　
ゆ
へ
の
準
備
を
考
え
ま
し
ょ
う
o

①
雨
の
日
の
洗
た
く
対
策
、
②
防
虫
剤

や
乾
燥
剤
を
忘
れ
ず
に
衣
料
箱
、
タ
ン

ス
に
入
れ
る
o
③
家
の
内
外
の
ゴ
ミ
を

と
る
o
④
雨
の
日
の
外
出
の
用
意
、
農

作
業
の
た
め
の
雨
具
の
点
検
な
ど
が
必

要
で
、
と
く
に
衣
服
を
よ
ご
し
が
ち
な

子
ど
も
へ
の
配
慮
が
た
い
せ
つ
で
す
o
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ダ
ム
放
流
警
報
に
注
意

　
　
　
警
報
後
は
川
の
水
が
増
水
し
て
危
険
で
す

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
ダ
ム
放

流
警
報
施
設
の
設
置
に
力
を
入
れ
て
、

信
濃
川
で
の
水
難
防
止
、
危
険
防
止
を

呼
ぴ
か
け
て
い
ま
す
o

　
警
報
施
設
は
サ
イ
レ
ン
と
警
告
用
立

札
の
二
種
類
で
す
が
、
サ
イ
レ
ン
は
既

設
の
宮
中
と
浅
河
原
の
ほ
か
、
新
た
に

安
養
寺
、
小
根
岸
、
根
深
、
羊
坂
、
塩

殿
と
小
千
谷
の
合
計
六
カ
所
に
増
設
、

立
札
の
ほ
う
は
宮
中
か
ら
信
濃
川
と
魚

野
川
の
合
流
点
ま
で
の
間
二
十
カ
所
に

設
置
し
て
、
増
水
時
の
警
報
に
万
全
を

期
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

サイレンの鳴らし方

●
．

鰍
休●

．
鰍
休●

．

○
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
す
の

は
次
の
よ
う

な
場
合
で
す

o
信
濃
川

が
増
水
し

放流

を
開

始
す
る
と

乾o
放
流
量

　
が
急
激
に

　
増
加
す
る

　
と
き
。

o
ダ
ム
の

点
検
整
備

　
等
の
た
め

　
放
流
す
る

　
と
き
。

o
そ
の
他

　
や
む
を
得

な
い
放
流
を
行
な
う
と
き
o

警
報
後
は
ま
も
な
く
川
の
水
か
さ
が

”1
xヨ

宮中取水ダム

TEL田沢42

叢1中
浅河原調整池謡

、
浅河原

十日町市

　　　鍵響．
　　身　　　　　県　　　　　警サ
　　　　甜　　　告‘
　　i’熊　　 札ン
　　　　　　　　　　　パ　　　　’　　　　　　　　　おな注　　号　　1　　　　　　　知お意
　線　　’　　　　　　　　　ら転事
　　　”ノ　　　　　　 せ倒項
　　　　　　　　　　　くをが
　　7イ坂　　　　　　　　　だ発書
　　　　　　　　　　　さ見い
　1　山本調整池　　　　㌧よして
　1　　　　　　　　　　　　　　　たあ
塩殿1　　　　　　　　　　　　場り
　　1　　　　小千谷発電所　　　　合ま
一斧　TEL小硲27・2　εす

樋

ダ
ム
放
流
警
報
施
設
設
置
箇
所

増
し
て
危
険
で
す
o

　
ま
た
、
警
告
用
立
札
に
は
注
意
事
項

や
サ
イ
レ
ン
の
鳴
ら
し
方
が
書
い
て
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
の
設
置
カ
所
は
ほ
ぼ

図
示
の
と
お
り
で
す
が
、
と
く
に
最
近

は
つ
り
．
フ
ー
ム
で
川
に
近
づ
く
機
会
が

多
い
よ
う
で
す
か
ら
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

注
意
し
て
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら
河

原
に
は
降
り
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
警
告
用
立
札
が
転
倒
し
て
用

を
な
さ
な
い
よ
う
な
も
の
を
発
見
し
た

と
き
は
手
手
発
電
所
（
電
話
・
千
手
五

十
九
番
）
ま
で
お
知
ら
せ
ね
が
い
ま
す

ダ
ム
放
流
の

　
　
　
　
連
絡
系
統

（
夜
間
は
宿
直
に
連
絡
、
通
知
は
一
時

間
前
）

千
手
発
電
所
↓
建
設
省
十
日
町
出
張

　
所
・
十
日
町
土
木
事
務
所
・
十
日
町

　
市
役
所
・
十
日
町
警
察
署
・
川
西
町

小千谷市

　　　　μ

処

　
役
場
・
新
潟
気
象
台
。
国
鉄
長
岡
保

欝
お
よ
び
発
電

　
　
　
放
流
の
警
報
と
通
知

○
宮
中
で
放
流
開
始
の
場
合
の
警
報
区

域
－
宮
中
か
ら
根
深
と
＋
干
坂
間
。

○
千
発
関
係
の
断
水
作
業
の
場
合
の
警

報
区
域
－
宮
中
か
ら
魚
野
川
合
流
点

ま
で
の
間
。

○
小
千
谷
発
関
係
の
断
水
作
業
の
場
合

の
警
報
区
域
i
小
根
岸
・
根
深
間
か

ら
魚
野
川
合
流
点
。

犬
の
所
有
者

　
　
　
　
心
得
五
力
条

一
、
登
録
に
つ
い
て

　
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
の
所
有
者

は
、
毎
年
一
回
犬
の
登
録
を
う
け
な
け

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
犬
の
所
有

者
は
、
そ
の
犬
に
鑑
札
を
つ
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

　
こ
れ
に
違
反
す
る
と
三
万
円
以
下
の

罰
金
を
課
せ
ら
れ
ま
す
o

二
、
予
防
注
射
を

　
所
有
す
る
犬
に
は
、
六
カ
月
ご
と
に

狂
犬
病
予
防
注
射
を
う
け
さ
せ
、
注
射

済
票
を
そ
の
犬
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
違
反
し
た
者
は
三
万
円
以
下
の
罰
金

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
係
留
に
つ
い
て

　
飼
い
主
は
飼
い
犬
を
常
に
係
留
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

必
ず
つ
な
い
で
お
く
と
い
う
こ
と
で
す

　
違
反
す
れ
ば
、
一
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
拘
留
、
も
し
く
は
科
料
に
処
さ

れ
ま
す
。

四
、
取
り
締
ま
り

　
こ
ん
ご
保
健
所
が
関
係
機
関
と
協
力

し
て
、
必
要
な
と
き
、
い
つ
で
も
放
し

飼
い
犬
の
い
っ
せ
い
取
り
締
ま
り
を
実

施
し
て
、
悪
質
な
違
反
者
に
対
し
て
は

法
規
に
も
と
づ
く
処
分
を
行
な
い
ま
す

五
、
引
き
取
り

　
犬
を
手
ぱ
な
す
場
合
に
は
、
犬
の
放

棄
届
と
同
時
に
、
原
則
と
し
て
、
保
健

所
へ
犬
を
連
れ
て
ゆ
け
ば
処
分
を
い
た

し
ま
す
。

●
四
郎
兼
の
平
野
一
平
さ
ん
は
、
さ
き

ご
ろ
死
亡
し
た
母
の
ト
ミ
さ
ん
の
香
典

が
え
し
と
し
て
一
万
円
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
さ
れ
た
。

●
四
月
二
十
五
日
、
　
「
ゆ
う
あ
い
号
」

に
よ
る
採
血
の
際
に
は
、
八
十
二
欠
の

か
た
が
た
か
ら
献
血
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
。

　
〃
異
色
の
老
人
ク
ラ
ブ
〃
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
二
、
三
の

老
人
ク
ラ
ブ
し
か
見
て
い
な
い
の

で
断
定
は
で
き
な
い
の
だ
け
れ
ど

も
、
現
状
か
ら
考
え
て
、
あ
え
て

〃
異
色
〃
と
い
う
表
現
を
し
て
み

た
い
と
思
っ
た
o

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
毎
年
、
高

原
田
か
ら
部
落
に
い
た
る
道

路
の
道
ぶ
し
ん
を
恒
例
の
事

業
に
し
て
い
る
o
こ
と
し
は

明
治
百
年
に
あ
た
る
と
い
う

の
で
、
旧
競
馬
場
内
に
記
念
公
園

を
作
り
、
あ
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち

の
安
全
な
遊
ぴ
場
に
す
る
と
い
う

事
業
計
画
が
あ
る
o
ま
た
、
広
報

子
が
訪
問
し
た
日
は
、
町
の
交
通

対
策
協
議
会
か
ら
県
の
交
通
モ
ニ

広報7忽

才

タ
ー
で
も
あ
る
田
中
（
与
）
さ
ん

を
わ
ず
ら
わ
し
て
交
通
安
全
教
室

　
い
ず
れ
も
社
会
と
密
接
な
つ
な

が
り
を
も
っ
た
も
の
ぱ
か
り
で
あ

る
が
、
お
と
し
よ
り
の
問
題
を
考

え
る
と
き
、
実
は
こ
の
地
域
社
会

と
の
関
係
は
無
視
し
て
な
ら
な
い

伊
友
老
人
ク
ラ
ブ

原
則
で
は
な
い
の
力
　
生
き
が

と
か
、
は
り
あ
い
と
い
う
感
覚
が

そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
o

　
社
会
に
プ
ラ
ス
す
る
仕
事
、
そ

れ
を
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
て
い

る
老
人
ク
ラ
ブ
　
異
色
と
い
う
表

現
は
む
し
ろ
的
は
ず
れ
な
の
か
も

し
れ
な
し

　
五
月
八
日
午
前
中
公
園
予
定
地

の
整
地
作
業
、
午
後
高
原
田
の
お

と
し
よ
り
と
合
同
で
観
桜
会
。

　
会
員
中
の
最
高
齢
者
は
数
え
年

で
八
十
八
才
、
伊
友
で
は
こ
こ
二

十
年
ほ
ど
米
寿
の
祝
い
の
声
が
聞

　
　
か
れ
な
か
っ
た
と
い
う
o
さ

　
　
ら
に
、
こ
と
し
金
婚
式
を
あ

　
げ
た
会
員
夫
婦
が
二
組
、
み

　
ん
な
で
健
康
を
願
い
、
長
寿

　
を
お
祝
い
し
て
い
た
o

田
中
さ
ん
の
交
通
安
全
教
室
か

ら
、
ご
老
人
に
対
す
る
要
望
を
三

つ
ば
か
り
。
①
路
上
で
の
立
ち
話

は
し
な
い
o
②
道
路
の
横
断
に
は

キ
チ
ン
と
手
を
あ
げ
て
o
③
家
庭

で
は
家
族
の
交
通
安
全
係
と
し
て

無
謀
運
転
の
防
止
役
を
・
・
〈
北
〉
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長
い
冬
か
ら
開
放
さ

れ
る
と
車
両
の
動
き
が

い
ち
だ
ん
と
活
発
に
な

り
、
交
通
事
故
と
い
う

奇
禍
が
常
に
身
の
ま
わ

り
に
つ
き
ま
と
い
ま
す

　
こ
と
し
も
ま
た
、
交

通
事
故
ゼ
ロ
ヘ
の
祈
り

を
こ
め
て
、
十
一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
十
日

間
、
春
の
交
通
安
全
運

動
が
全
国
い
っ
せ
い
に

展
開
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
に
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

と
身
に
つ
け
て
、
こ
と

し
こ
そ
、
交
通
事
故
皆

無
の
声
が
聞
か
れ
る
よ

う
、
お
互
い
に
注
意
を

し
あ
い
、
と
う
と
い
人

命
を
守
り
ま
し
ょ
う
o

　
期
間
中
の
重
点
事
項

等
は
次
の
と
お
り
で
す

●
重
点
実
漉
事
項

　
。
歩
行
者
の
正
し
い
横
断
の
励
行
と

保
護
の
徹
底
。

・
通
学
通
園
に
お
け
る
安
全
の
確
保

・
飲
酒
運
転
の
追
放

・
車
両
の
完
全
整
備
の
励
行

・
道
路
交
通
環
境
の
整
備
改
善

●
期
間
内
の
実
施
事
業

十
一
日
　
街
頭
指
導
　
広
報
宣
伝

　
　
　
　
全
戸
チ
ラ
シ
配
布

　
　
　
　
有
線
放
送

　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
掲
示

　
県
下
に
配
布
す
る
郵
便
番
号
簿
に

は
、
新
潟
・
長
野
・
富
山
・
山
形
・

福
島
・
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
愛

知
・
大
阪
の
各
都
府
県
の
番
号
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
地

域
外
へ
郵
便
を
出
す
と
き
は
、
も
よ

り
の
郵
便
局
や
切
手
売
り
さ
ば
き
所

に
備
え
つ
け
の
全
国
版
郵
便
番
号
簿

を
見
て
く
だ
さ
い
o

　
ま
た
、
郵
便
局
で
は
電
話
に
よ
る

番
号
の
お
問
い
合
わ
せ
に
も
応
じ
ら

れ
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
か
ら

ご
利
用
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
o

＋
三
日

＋
四
日

＋
五
日

＋
穴
日

＋
七
日

＋
八
日

二
＋
日

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
引
き

安
全
標
識
の
整
備

交
通
安
全
教
育

街
頭
指
導

広
報
宣
伝

安
全
標
識
の
整
備

安
全
標
柱
の
設
置

街
頭
指
導

道
路
環
境
の
整
備

ー
お
知
ら
せ
ー

調
理
師
試
験
と

　
　
　
　
準
備
講
習
会

　
六
月
三
十
日
に
長
岡
・
新
潟
・
高
田

の
三
カ
所
で
調
理
師
試
験
が
行
な
わ
れ

ま
す
が
、
十
日
町
保
健
所
で
は
そ
の
準

備
講
習
会
を
六
月
十
九
日
・
二
十
日
・

二
十
五
日
・
二
十
六
日
の
四
日
間
に
わ

た
っ
て
開
き
ま
す
o
会
場
は
い
ず
れ
も

十
日
町
保
健
．
所
で
、
時
間
は
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
o

　
受
講
希
望
者
は
五
月
十
八
日
ま
で
に

役
場
衛
生
係
あ
て
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

昭
和
四
十
四
年
歌
会
始

　
ー
お
題
と

　
　
　
詠
進
要
領
1

★
お
題

　
「
星
」
に
決
ま
り
ま
し
た
o
星
は
天

然
の
星
に
限
り
ま
す
。
　
「
天
の
川
」
も

星
の
群
れ
で
す
か
ら
歌
の
中
に
題
材
と

し
て
使
っ
て
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん

★
詠
進
方
法

ア
　
一
人
一
首
限
り
と
し
、
未
発
表
の

つ

　
歌
で
あ
る
こ
と
。

イ．

半
紙
白
紙
を
用
い
た
毛
筆
で
自
書

　
の
こ
と
。

ウ．

半
紙
は
横
に
二
つ
折
り
に
し
て
右

　
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
住
所

　
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、

職
業
を
書
く
。

エ
．
期
間
は
九
月
一
目
か
ら
十
月
十
日

　
ま
で
。

オ
、
あ
て
先
、
　
「
東
京
中
央
郵
便
局
区

　
内
、
宮
内
庁
」
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

　
と
書
き
添
え
る
o

★
そ
の
他

、
不
明
な
点
は
役
場
の
企
画
室
企
画
係

に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
、
直

接
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
住
所
・
氏
名

を
書
き
郵
便
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封

筒
を
添
え
て
照
会
す
れ
ば
よ
い
o

購
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
2
2
＝
＝
＝
＝
＝
富
＝
＝
贈
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
二
階
＝
＝
＝
輻
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
隔
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
ロ

縢
・
窓
韓

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

郵
便
番
号
簿
の

　
　
　
　
　
配
　
　
布

　
七
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
郵
便

番
号
制
は
、
郵
便
を
早
く
届
け
る
た

め
、
あ
て
先
の
住
所
、
氏
名
と
い
っ

し
ょ
に
そ
の
地
域
の
郵
便
番
号
を
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
同
時
に
、
差
し

出
し
人
の
住
所
に
も
郵
便
番
号
を
必

ず
番
き
そ
え
て
い
た
だ
く
も
の
で
す

　
そ
の
郵
便
番
号
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
各

家
庭
に
番
号
簿
を
お
届
け
し
ま
す
o

登
坂
正
喜

星
名
　
　
一

田
中
浩
美

宮
澤
由
美
子

富
井
政
年

引
間
章
泰

田
中
由
利
子

江
口
弘
武

丸
山
美
和

高
山
奈
穂
子

洋
二
長
男
岩
瀬

晴
夫
長
男
木
島

米
作
長
女
発
電
所
通

由
志
三
長
女
山
野
田

政
光
長
男
上
野

健
ニ
ニ
男
坪
山

義
勝
三
女
　
下
　
原

克
已
長
男
小
白
倉

栄
一
郎
長
女
原
田

茂
長
女
発
電
所
通

丸
山
　
千
春
　
清
　
長
女
　
高
原
田

山
口
　
博
永
　
淳
一
長
男
　
仁
　
田

村
山
　
和
弘
　
好
和
長
男
　
木
　
島

星
名
賢
一
　
昇
一
長
男
沖
立

南
雲
　
裕
愛
　
宗
夫
長
女
　
中
仙
田

佐
藤
友
二
國
義
二
男
小
脇

南
雲
佐
太
郎
　
金
太
郎
二
男
三
　
領

蔵
品
由
美
子
　
弘
　
長
女
　
霜
　
条

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

星
名
　
一
　
木
島
　
　
O

星
名
　
忠
義
　
　
沖
　
立
　
　
五
九

羽
鳥
ト
ミ
　
伊
友
　
五
九

金
子
　
熊
司
　
　
元
　
町
　
　
六
一

高
橋
　
ト
ヨ
　
　
中
仙
田
　
　
六
五

高
橋
　
利
助
　
　
東
善
寺
　
　
六
六

登
坂
　
禄
蔵
　
　
岩
　
瀬
　
　
七
〇

山
岸
象
治
郎
　
霜
条
　
七
一

渡
邊
ト
ネ
　
　
新
町
新
田
　
七
四

大
海
仁
太
郎
　
　
霜
　
条
　
　
七
六

南
雲
文
二
　
寺
尾
　
七
八

押
木
　
ト
シ
　
　
田
　
戸
　
　
七
九

田
畑
　
ト
リ
　
　
元
　
町
　
　
八
二

高
橋
　
定
吉
　
　
高
　
倉
　
　
八
三

佐
藤
　
ツ
ゲ
　
　
室
　
島
　
　
　
八
五

高
野
ナ
カ
　
室
島
　
八
七

高
橋
　
ミ
イ
　
　
高
　
倉
　
　
　
八
九

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に
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中
仙
田

福
祉
年
金
や
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の

定
時
届
を
忘
れ
な
い
で

　
老
齢
・
母
子
・
障
害
福
祉
年
金

や
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
者
は
、
五
月
に
給

付
を
受
け
た
あ
と
で
定
時
届
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
o

　
こ
の
届
け
を
し
な
い
と
年
金
や

手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
す
で
に
支
給
日
も
過

ぎ
て
、
定
時
届
の
ほ
う
は
お
す
み

で
し
ょ
う
か
o
ま
だ
で
し
た
ら
、

忘
れ
ず
に
役
場
で
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

［
円
團
醤
と
印
鑑
各

　
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
o

中
央
町
か
ら
か
わ
に
レ
俳
壇

山
野
田

山
野
田
か
ら

岩
瀬

中
仙
田
か
ら

上
野
，

＋
日
町
か
ら

新
町
新
田

田塩根三伊根

深
か
ら

友領
か
ら

深辛
か
ら

戸

中
里
村
か
ら

室
島

中
仙
田
か
ら

野
口

高
知
県
か
ら

室
島

中
仙
田
か
ら

酷無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
こ
ノ

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
国
立
療
養
所
片
桐
　
香
坊

啓
執
凪
や
既
に
五
十
路
を
焦
り
病
む

地
虫
出
て
病
者
に
な
す
べ
き
事
も
な
く

　
　
　
発
電
所
通
り
小
川
　
越
人

雪
割
れ
ば
水
仙
の
芽
の
出
で
て
い
し

美
し
き
絵
に
惹
か
れ
た
る
種
袋

　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
　
翠
畝

春
耕
や
素
足
に
通
う
地
の
温
み

生
温
き
風
の
吹
き
を
る
月
お
ぼ
ろ

　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
　
美
秀

木
の
芽
風
帽
章
光
る
一
年
生

　
　
　
　
　
上
野
富
井
　
貞
雄

雪
垢
の
つ
き
た
る
板
や
囲
解
く

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
　
凡
石

葉
た
ば
こ
の
植
付
け
近
き
畑
を
打
つ

小

針
老
人
ホ
ー
ム
南
雲
文
太
郎

魚
つ
り
の
姿
も
見
ゆ
る
沼
う
ら
ら




